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１．研究計画の概要 

Schur函数を含む普遍指標を、一般的な多重構

造をもつ形へと拡張するとともに、その空間

に対して次元簡約を適用することによって、

KP階層を拡張した新しいソリトン方程式の階

層を構成し、解空間の代数的構造や解析的性

質などを総合的に研究する。 

 

２．研究の進捗状況 

普遍指標に多重構造を導入して一般化するこ

とによって、それらがみたす新しい離散可積

分発展方程式系を構成し、周期簡約や相似簡

約の条件を課すことによって実現する有限次

元系を導出した。特別な場合に対して具体的

な解の構成を行い、従来のソリトン系との比

較を行った結果、Yang-Mills方程式のような

toroidal代数対称性をもつ方程式系との類似

点が見いだされた。両無限戸田格子方程式の

tau函数に対するHankel行列式解と、付随する

線形問題の解との間の関係を明らかにした。

同様の関係がPainleve IIおよびIV方程式の

解とそれらの線形問題の解についても成立し

ていることを示した。双線形化法に基づいて、

非自律離散KdV方程式のCasorati行列式解を

構成した。それらは、自律離散KdV方程式に対

して、非自律的な離散時間発展を同時に考え

ることによってえられている。非自律非線形

可積分系において、1+1次元系の場合には2+1

次元系とは異なり、自律系と本質的に異なる

双線形形式を考える必要がある。離散KdV方程

式、離散時間戸田格子、離散Lotka-Volterra

方程式を例として、1+1次元への簡約と非自律

化が両立する構造を議論し、双線形方程式に

おける自律系と非自律系の相違を明らかにす

るとともに、Casorati行列式解を具体的に構

成した。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

(理由) 

A型以外の場合に当初予想していたよりも複

雑な構造が現れたために、普遍指標の拡張の

研究が遅れている。また、対称性の観点から

の分類の研究が、多重構造の複雑さゆえに遅

れている。個々の具体的な問題に対する研究

はおおむね順調に進展している。近年増加傾

向にある各種雑務のために研究時間を寸断さ



れ、計算に集中するためのまとまった時間を

とれなくなったことが、研究が遅れている最

大の原因である。 

 

４．今後の研究の推進方策 

今後も当初の計画に従って研究を推進してい

く。各種雑務をできるだけ簡略化することに

よって、研究時間を確保することに努める。 

 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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